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進捗報告（実⾏団体） 
● 提 出 ⽇ ：2022 年 10 ⽉ 25 ⽇ 
● 事 業 名 ：豊⾒城市の⼦ども派遣事業  
● 資⾦分配団体 ：公益財団法⼈みらいファンド沖縄  
● 実 ⾏ 団 体  ：特定⾮営利活動法⼈豊⾒城市体育協会   
 

① 実績値 
【資⾦⽀援】 

アウトプット 指標 ⽬標値 達成 
時期 

現在の指標の達成状況 進捗
状況
＊ 

【共通】 
1-1 派遣費を必要とし
ている豊⾒城市内で
活動する⼩中学⽣の
個⼈、団体及びその関
係者に対して、派遣費
を出すことができて
いる。 

⼦ども・保護者・指導者別に、
補助⼈数・⼤会件数を出す。 
 

年間⽬標として以下の通りと
し、この⽬標を 3 ヵ年で達成
する。 
・⼦ども 
補助件数／年間 23 名 
(※⾏政補助過去6年間で補助
限度回数 2 回に達した児童⽣
徒の平均⼈数) 
⼤会数／23 件 
・保護者・指導者 
補助件数／年間 60 名 
⼤会数／60 件 

2022 
年度中 

・⼦ども補助⼈数／3 名(内、登録
選⼿ 0 名、 
登録外選⼿ 3 名) 
⼤会数／2 件 
・保護者と指導者 
補助⼈数／137 名 
(内、保護者 122 名、 
指導者 15 名) 
⼤会数／56 件 
※⼦ども、保護者、指導者の⼤会
件数は、同時申請もあるため重
複あり。 
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補⾜：補助対象について。 
本事業では、豊⾒城市の⼦ども
(登録選⼿・登録外選⼿)、帯同者、
指導者を対象に広く募集を⾏っ
ているが、豊⾒城市としても登
録選⼿に対し⾏政予算で派遣費
補助を⾏っており、補助が重複
しないよう⾏政が対象としてい
ない帯同者、指導者への補助が
結果的に多くなっている。 
 
円卓会議等でも⼦どもたちの派
遣における体験の質を担保する
ためにも、帯同者の必要性は確
認できており、本事業の趣旨に
も合致している。 

1-2 同上 派遣補助した⼦ども、保護者、
指導者を対象に家計負担が軽
減されたかアンケートをとる。 
またアンケートにより⾏政補
助の対象外経費の負担を可視
化する、保護者等が帯同したこ
とで⼦ども、保護者等に⼼情の
変化をはかる。 
Q 派遣費補助があったことで、

派遣費の補助があったことで
家計負担は「減った」と答え
る割合が 100％。 
 

2022 
年度中 

補助件数 55 件回答 
(⼦どもの補助については、家計
負担等アンケートは保護者また
は指導者で回答) 
・減った 133 件(97.1％) 
・変わらない 4件(2.9％) 
派遣⼤会後にアンケートを回収
していることもあり、アンケー
ト回答時期と補助⾦振込までタ
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家計負担は減りましたか。「減
りました」「変わらない」 
※特に団体競技で補助申請を
提出したチームへのチーム内
の家計負担を注視する。 

イムラグがあるため、「変わらな
い 4 件」となった。 

【共通】 
2-1 ⼦どもの移動に関
する課題が地域社会
に発信、課題を周知で
きている状態。 
各ステークホルダー
に共有されている状
態。 

年⼀回、円卓会議を実施。適切
なステークホルダーを招集で
きている。 

15 ⼈ 
5 ⼈着席者/回/年 × 3 年 
適切なステークホルダーの参
画を促す 

2022 
年度中 

3 ヵ年合計 24名 
2020 年 10 ⽉ 23 ⽇・11 ⽉ 6 ⽇開
催 
着席者数 9名 
2021 年 11 ⽉ 29⽇開催 
着席者数 8名 
2022 年 9⽉ 16 ⽇開催 
着席者数 7 名 

1 

2-2 同上 基⾦の紹介チラシを各部活動
の理事に、各チームの指導者・
保護者に配布し、基⾦について
知ってもらう。 
⾏政派遣補助担当者が、⾏政窓
⼝にきた当事者へ当補助事業
の案内を⾏ってもらう。 
 

初期値から増加 
 
  

2022 
年度中 

66 件 
(補助申請書等を受け取り時に基
⾦の説明・紹介パンフレットを
配布) 
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＊進捗状況：1 計画より進んでいる 、2 計画どおり進んでいる 、3 計画より遅れている、4その他 
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② 事業進捗に関する報告 
1.事業計画に掲げた短期アウトカムの達成の⾒込み 

  2.概ね達成の⾒込み 
2.アウトカムの状況 
A：変更項⽬ 
þ変更なし ☐短期アウトカムの内容 ☐短期アウトカムの表現  ☐短期アウトカムの指標 ☐アウトカムの⽬標値 
 

3. (任意）活動に関する報告 
・昨年度までは新型コロナウイルス感染症の影響で派遣⼤会の中⽌・延期等があり、想定していた補助件数に達することが難しかったです
が、今年度はコロナ前の派遣⼤会数並みに戻りつつあり 4⽉〜9⽉まで 57 件、140 名に補助することができました。 
また、これまでに当補助事業を利⽤したことのない個⼈・団体の利⽤も増えたことから、利⽤者の事業周知について意識付けができている
ように感じている。 
 

 
③ 広報に関する報告 
1. シンボルマークの使⽤状況 

þ⾃団体のウェブサイトで表⽰している  ☐広報制作物に表⽰している  
☐報告書に表⽰している ☐イベント実施時に表⽰している þその他 
→「その他」を選択した場合は記載してください（⾃由記述）：補助⾦申請書、補助⾦変更申請(実績報告)書 

 
2. 広報 

1.メディア掲載（TV・ラジオ・新聞・雑誌・WEB等） 
・当協会 HPにて、補助事業の案内を掲載。別紙添付。 
・新聞「沖縄タイムス」9/21掲載。別紙添付。 
・TV「RBC NEWS Link」9/23放送 
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2.広報制作物等 

 
3.報告書等 

 
4.イベント開催等（シンポジウム、フォーラム等） 

 

添付資料 

活動の写真（画像データは 1枚２MG以下、3〜4枚程度） 
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